外部評価アンケート結果について

当院では、患者様に安心して治療していただけるよう接遇向上に取り組んでいます。
入院中・通院中の患者様やご家族様にご意見を伺い、より良い医療サービスを提供するため下記の通りアンケートを実施いたしましたので結果をお知らせいたします。

１　目的
「接遇意識の浸透と改善の強化を図り、虐待防止の意識を向上する」ための虐待防止委員会の取り組み評価の機会とする
　＊取り組み：さん付け運動の実施、身だしなみ・接遇・虐待防止のチェックリストの活用など

２　調査期間　　　令和6年8月1日～令和6年8月31日

３　調査対象　　　当院に入院中・通院中の患者様とご家族様および関係機関職員等

４　調査方法　　　対象者にアンケートを配布し回収　

５　回収状況　
回収数234：患者様204人(87.2%)　ご家族様14(6.0%)　その他15(6.4%)　不明１(0.4%)

６　アンケート結果（部署ごとに複数回答あり）
	接遇項目/評価
	不満
	やや不満
	普通
	やや満足
	満足
	未記入
	計

	身だしなみ
	２(0.5%)
	3(0.8%)
	140(37.7%)
	24(6.5%)
	200(53.9%)
	2(0.5%)
	371

	挨拶･言葉遣い
	12(3.1%)
	9(2.4%)
	125(32.8%)
	30(7.9%)
	197(51.7%)
	8(2.1%)
	381

	態度･表情
	15(4.1%)
	8(2.2%)
	124(33.6%)
	33(8.9%)
	182(49.3%)
	7(1.9%)
	369


　接遇の各項目において「満足」が約半数、ついで「普通」の評価をいただきました
　「不満」「やや不満」の評価が5~23人(1.3~6.3%)ありました　

7 　寄せられたご意見（アンケート自由記載欄より一部抜粋）
「身だしなみがよい」「あいさつが嬉しい」「いつも丁寧な言葉遣いで接して下さり気持ちがよい」「親切、親身、優しい」「笑顔がよい」「あたたかい、明るい」「よく話を聞いてくれる」などお褒めのお言葉を多数いただきました。
反面「名札がない職員がいた」「言葉遣いが悪い時がある」「ヒソヒソ話をされると自分の悪口かと思う」「忙しいかもしれないがとげとげしく感じてつらい」などのご意見がありました。
　ご指摘いただいた内容を真摯に受け止め、引き続き職員の接遇態度向上に取り組んでいきます
ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　　　　
赤穂仁泉病院  理事長   深井光浩    /    虐待防止・接遇委員会


